















的に可能と期待できる。2018 年に、本研究室においてヒラタケで 6 月のクズ葉を処理した
ところ、NDF（中性デタージェント繊維）含有率は 43.2%から 31.4%、CP 含有率は 29.4%から
30.8%に改善された。しかし、まだ不十分であり，より高性能な発酵菌が求められている。 





























ΔPKAc1 およびΔPKAc2 株の諸性質 
 ΔPKAc1 およびΔPKAc2 株の生育速度を測定したところ、ΔPKAc1 株は野生型と同程度だ
ったが、ΔPKAc2 株は半分程度に減少した。ΔPKAc1 株の木質リグニン分解速度は野生型よ
りも有意に低かったが、なぜかセルロース・ヘミセルロース分解速度は有意に高くなった。
以上のことから、PKAc1 がヒラタケの木質分解に関わる重要調節因子であることが示唆され
た。ΔPKAc2 株については野生型ヒラタケよりも生育速度が著しく減少したため木質リグニ
ン分解性の評価ができなかった。ΔPKAc2 株の生育速度は PKAc2遺伝子を相補することで回
復した。 
 
ΔAreA株の諸性質 
 PDA 培地などではΔAreA株は野生型と同様の菌糸伸長速度を示したが、タンパク質（BSA）
を唯一の窒素源とした場合、野生型の半分程度にまで減少した。逆に、アンモニアを唯一の
窒素源とした場合、野生型の倍程度になった。現在、相補実験およびクズ葉の処理実験など
を行っている。 
 
